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市は、11月３日（祝）総合会館で、市政発展のために長年ご尽力
いただいたり、他の模範となって活動された皆さんに、表彰状や
感謝状を贈呈しました。
ここに、表彰を受けられた26人と11団体の皆さんを紹介します。
 （敬称略）

表彰式の様子

住みよいまちづくりに
尽くされた人たち

住みよいまちづくりに住みよいまちづくりに
尽くされた人たち尽くされた人たち

市功労者26人と11団体を表彰

納
税
功
労

田
口　

進
（
中
恵
土
）

　

青
色
申
告
会
役
員
と
し
て
、
納

税
思
想
の
啓
蒙
普
及
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。社

会
福
祉
功
労

村
上　

博
三
（
若
葉
台
）

加
藤　

芳
樹
（
柿
田
）

佐
橋　

勇
夫
（
土
田
）

舟
木　

雅
司
（
矢
戸
）

宮　

た
せ
子
（
羽
生
ケ
丘
）

織
田　

恵
子
（
下
恵
土
）

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、

民
生
の
安
定
と
児
童
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
琴
琴き

ん
え
ん
か
い

艶
会
（
大
正
琴
の
演
奏
）

豊ほ
う
き
し
ょ
う
か
い

喜
勝
会
（
踊
り
な
ど
）

あ
す
な
ろ
の
会
（
唱
歌
や
踊
り
な
ど
）

さ
さ
ゆ
り
の
会
（
踊
り
な
ど
）

　

福
祉
施
設
へ
の
訪
問
活
動
や
地

域
福
祉
行
事
へ
の
協
力
な
ど
、
社

会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

教
育
・
体
育
功
労

平
井　

健
次
（
美
濃
加
茂
市
）

　

可
児
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
団

長
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

長
谷
川　

桂
（
下
切
）

　

体
育
指
導
委
員
お
よ
び
体
育
推

進
員
と
し
て
、
体
育
振
興
と
体
力

増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

可
児　

智
津
枝
（
今
渡
）

大
澤　

美
子
（
今
渡
）

　

体
育
指
導
委
員
と
し
て
、
体
育

振
興
と
体
力
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。産

業
功
労

傍
島　

壽
一
（
美
濃
加
茂
市
）

　

可
児
商
工
会
議
所
常
議
員
な
ど

と
し
て
、
商
工
業
の
支
援
や
振
興

を
通
じ
た
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

環
境
功
労

可
児
市
め
だ
か
の
楽が

っ
こ
う校

　

河
川
の
観
察
や
水
質
調
査
を
通

じ
て
、
ふ
る
さ
と
の
川
に
親
し
む

活
動
に
取
り
組
み
、
環
境
意
識
の

高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

可
児
ケ
ナ
フ
の
会

　

ケ
ナ
フ
の
栽
培
を
通
じ
て
、
ケ

ナ
フ
製
品
の
開
発
普
及
と
環
境
教

育
の
推
進
に
取
り
組
み
、
環
境
意

識
の
高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

可
児
の
良
さ
の
再
発
見
部
会

　

ハ
イ
キ
ン
グ
や
写
真
展
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
心
の
向

上
に
取
り
組
み
、
環
境
意
識
の
高

揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

里
山
ク
ラ
ブ
可
児

　

里
山
整
備
を
通
じ
て
、
里
山
の

再
生
と
自
然
環
境
教
育
に
取
り
組

み
、
環
境
意
識
の
高
揚
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

生
ご
み
エ
コ
サ
ー
ク
ル

　

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用

し
た
生
ご
み
の
減
量
化
と
そ
の
啓

蒙
に
取
り
組
み
、
環
境
意
識
の
高

揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

資
源
活
用
グ
ル
ー
プ

　

各
種
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座
を
通
じ

て
、
資
源
の
有
効
活
用
に
取
り
組

み
、
環
境
意
識
の
高
揚
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

公
共
事
務
功
労

渡
邉　

悟
（
下
恵
土
）

堀
井　

省
治
（
土
田
）

　

農
業
委
員
と
し
て
、
農
地
の
保

全
管
理
や
経
営
合
理
化
な
ど
、
農

業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤　

敬
司
（
下
恵
土
）

　

教
育
委
員
と
し
て
、
教
育
行
政

の
発
展
や
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

長
谷
川　

吉
文
（
長
洞
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
し

て
、
税
務
行
政
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

水
野　

一
也
（
久
々
利
）

　

可
児
郷
土
歴
史
館
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
、
歴
史
館
の
運
営

や
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

公
益
団
体
功
労

中
村　

裕
（
長
坂
）

　

国
際
交
流
協
会
事
務
局
長
と
し

て
、
会
の
運
営
や
多
文
化
共
生
社

会
の
実
現
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

善
意
善
行
功
労

大
　

房
夫
（
土
田
）

　

無
償
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
マ
ナ
ー

教
室
の
開
催
に
よ
り
、
障
が
い

者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

渡
邊　

榮
子
（
下
恵
土
）

藤
原　

純
子
（
愛
岐
ケ
丘
）

　

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
を

通
し
て
、
児
童
へ
の
読
書
推
進
活

動
に
よ
り
、
社
会
教
育
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
振
興
功
労

伊
藤　

邦
男
（
桜
ケ
丘
）

　

自
治
連
絡
協
議
会
役
員
お
よ
び

自
治
連
合
会
会
長
と
し
て
、
会
の

発
展
と
地
域
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

奨
励
賞

県
立
可
児
工
業
高
等
学
校

電
気
シ
ス
テ
ム
部

　

マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー
の
全
国

大
会
に
お
い
て
、
優
勝
を
は
じ

め
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。

感
謝
状

呉
本　

勝
男
（
坂
戸
）

掛
布　

た

く
ゑ
（
下
恵
土
）

朝
見　

文
子
（
桂
ケ
丘
）

　

市
政
の
た
め
に
多
額
の
浄
財
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木　

隆
道
（
羽
崎
）

　

社
会
福
祉
の
た
め
に
多
額
の
浄

財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
先　

秘
書
課
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秋　の　叙　勲

危険業務従事者叙勲
長年にわたり、警察官、自衛官、消防署員などの危険度の高い仕事で貢献された人に贈られる危険業務

従事者叙勲。
このたび市内で３人が受章されました。

瑞宝単光章
　<警察功労>
（元愛知県警 警部）

曽
そ ね

根　修
おさむ

さん
（長坂  72 歳）

瑞宝単光章
　<警察功労>
（元岐阜県警 警部）

髙
た か ぎ

木　正
まさかつ

勝さん
　（久々利柿下入会  71 歳）

受章されました皆さま
おめでとうございます

瑞宝単光章
　<警察功労>
（元愛知県警 警部）

水
みずたに

谷　護
まもる

さん
（長坂  72 歳）

平成22年11月3日付 発令平成22年11月3日付 発令

平成22年11月3日付 発令平成22年11月3日付 発令

可児市議会議員を６期、
22年間務め、議長や副議長

を歴任。また、商工業の振興などにも力を注いで
こられました。
国家または公共に功労のある方で、その内容が

特に顕著な功績を挙げられた方に贈られる、旭日
双光章を受章されました。

旭日双光章
　<地方自治功労>
（元市議会議員）

河
かわむら

村　恭
きょうすけ

輔さん（今渡  73 歳）

数学を教えるなど48年間教
員を務め、公立高校の校長を歴

任。岐阜高校では野球部監督として「センバツ」に
も出場し、教育に力を注いでこられました。
公務等に長年にわたり従事し、成績を挙げた方で、

その内容が特に顕著な功績の方に贈られる、瑞宝小
綬章を受章されました。

瑞宝小綬章
　<教育功労>
（元公立高校 校長）

生
い く た

田　久
ひさなお

尚さん（室原  70 歳）

可茂消防事務組合では中署
長、南署長、消防長などを歴

任。地域の防災と安全に長年力を注いでこられま
した。
公務等に長年にわたり従事し、成績を挙げた方

で、その内容が特に顕著な功績の方に贈られる、
瑞宝小綬章を受章されました。

瑞宝小綬章
　<消防功労>
（元可茂消防事務組合消防正監）

井
いのうえ

上　貞
さ だ お

夫さん（羽崎  70 歳）

旧国鉄に入り 44年間、鉄
道の信号に係わる業務に就

き、列車の安全運行を支えてこられました。また、
ＡＴＳ設置など近代化にも尽力されました。
国家または公共に功労のある方で、その内容が
特に顕著な功績を挙げられた方に贈られる、瑞宝
単光章を受章されました。

瑞宝単光章
　<鉄道業務功労>
（元国鉄職員）

髙
た か ぎ

木　恒
つ ね お

夫さん（若葉台  82 歳）
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第
29
回

可
児
市
美
術
展

11
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
5
日
間
、
第
29
回
可
児
市
美
術
展
が
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
洋
画
、
日
本
画
、
書
道
、
彫
塑
・
工
芸
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
の
６
部
門
に
、
合
計
で
３
２
５
点
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
２
６
２
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

市
美
術
展
賞
の
受
賞
作
品
と
、
上
位
入
賞
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

上位入賞者の皆さん 　（敬称略）
洋　画 日　本　画 書　道 彫塑・工芸 写　真 デザイン・イラスト

市美術展賞 河嵜　緑子
（各務原市）

中島　弥生
（緑）

大平　豊秀
（下恵土）

川合　久栄
（下恵土）

星谷　義孝
（緑ケ丘）

小林　一枝
（関市）

市　長　賞 今尾　啓吾
（岐阜市）

早川　久美子
（美濃加茂市）

太田　朴仙
（緑）

吉田　利世子
（坂戸）

小島　康生
（春日井市）

中嶌　かおり
（美濃加茂市）

議　長　賞 田川　保
（多治見市）

梶田　尚子
（犬山市）

半場　仁
（今渡）

酒向　武一
（美濃加茂市）

小川　妙子
（多治見市）

長岡　温子
（各務原市）

教 育 長 賞 秋山　克子
（広見）

河地　鎮子
（多治見市）

浅野　蛍雪
（下恵土）

安藤　敏栄
（川合北）

水野　昌子
（多治見市）

藤本　祐介
（美濃加茂市）

日本画の部　「さくら」　中島 弥生

デザイン・イラストの部
　「スノーボーダー」　小林 一枝写真の部　「早苗」　星谷 義孝

彫塑・工芸の部　「電車」　川合 久栄

洋画の部
　「ヒトのカタチ 2010.No3」
 河嵜 緑子

書道の部
　「古今和歌集」
 大平 豊秀

多
彩
な
力
作
が
一
堂
に

多
彩
な
力
作
が
一
堂
に

問
合
先　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・

ア
ー
ラ  

☎
60
３
３
１
１
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突
然
や
っ
て
く
る
災
害

７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
よ
う
に
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
は
突
然
発
生
し
ま
す
。

年
末
を
迎
え
る
こ
の
時
季
、
災
害
に
つ
い
て
再
度
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

消
防
団
活
動
に
ご
協
力
を

　

日
ご
ろ
か
ら
、
地
域
の
消
防
防
災
の
要
と

し
て
活
動
し
て
い
る
消
防
団
。
年
末
年
始
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
年
末
夜
警

期
間　

12
月
26
日
（
日
）
〜
30
日
（
木
）

場
所　

各
消
防
団
の
車
庫

○
消
防
出
初
式

期
日　

平
成
23
年
１
月
９
日
（
日
）

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）
で
式
典
、

　

市
役
所
駐
車
場
で
市
中
行
進
・
一
斉
放
水

※
一
斉
放
水
は
、
午
前
11
時
ご
ろ
行
い
ま
す
。

今年１月に行われた一斉放水

地
域
地
域
で
で
き
る

で
で
き
る
災
害
対
策

災
害
対
策
をを

②
土
の
う
を
小
中
学
校
の
砂
場
で
作
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
土
の
う
袋
や
ス
コ
ッ

プ
な
ど
を
校
庭
に
設
置

災
害
用
資
材
庫
を
設
置

７
月
15
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
で

は
、
市
内
各
地
で
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の

被
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
が
、
市
が
す
べ

て
の
被
害
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
反
省
か
ら
、
市
は
次
の
対
策
を
実
施

し
ま
し
た
。

①
公
民
館
に
バ
リ
ケ
ー
ド
や
カ
ラ
ー
コ
ー

ン
、　

通
行
止
め
看
板
な
ど
の
災
害
用
資

材
を
設
置

こ
れ
ら
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

の
み
な
ら
ず
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
が

主
体
と
な
っ
た
素
早
い
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
を
持
ち
、
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

公民館に設置された資材庫

小中学校の校庭に設置された資材庫

消防団員消防団員をを募集募集
市は、消防団員を募集しています。
地域のために活動してみませんか。

〈〈消防団員とは〉〉
自分が持つ本来の仕事をしながら、地
域の安全安心のため、火災などの災害活
動に従事する奉仕者です。身分は非常勤
特別職の地方公務員です。
〈〈待遇は〉〉
報酬・出動手当・退職報償金・公務災
害補償などの制度があります。

〈〈どんな活動をしているか〉〉
大きく分けて３種類あります。
①災害発生時の現場活動
・火災の消火、生命財産の保護活動
・台風、豪雨などの水防活動
・行方不明者の捜索、救助活動　など
②火災予防の広報や警備
・火災予防の巡回広報（春・秋・年末）
・小学校での防火指導
・地域行事の警備　など
③自分たちの教育、訓練
・ポンプ操法、消防、水防訓練
・救急救命講習の受講　など

小学生に消火器の
使い方を教える消防団員

問
合
先　

防
災
安
全
課
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10/31

思い思いのポーズを決める一般モデルたち

花フェスタ記念公園（瀬田）で「可児バラまつり

2010」が開催されました。

「可児コレクション '10」ではファッションショー

が行われ、市内外から選ばれた元気なキッズモデルと

一般モデルが出演。事前にプロのモデルから着こなし

や歩き方などの指導を受けて、緊張した面持ちで本番

に臨みました。ステージではそれぞれが思い思いの

ポーズを決め、会場を沸かせました。

市民がモデルに挑戦

展示された資料を見学する様子

可児郷土歴史館（久々利）で、可児市史発刊記念企

画展「新発見！可児の歴史」が開催中です。

平成 13年度から約 10年にわたって進められた可

児市史編さん。その成果を紹介する企画展です。可児

の古代から現代までの歴史を、市史編さん事業で得ら

れた研究成果や初公開する資料も交え、多数展示され

ています。

展示は 12月 12日（日）まで（休館日を除く）。

可児の歴史を再発見11/3～

11/7

イクメンを目指し幼児食を作る参加者

市総合会館で、男性にも家事や育児に参加してもら

おうと、「料理ができるパパ力
ぢから

」と題して、「イクメン

養成講座」が開催され、３歳までの子どもとその親

10組が参加しました。

参加したパパたちは、「初めて妻の家事の苦労が分

かった」と、慣れない手つきで包丁を扱い、レシピに

奮闘しながら調理をしていました。

今日からイクメン

秋を感じながら兼山　を進む光秀丸

市観光協会は、屋形船「光秀丸」で川合渡し湊から

兼山
とろ

までの木曽川を遊覧する「木曽川舟遊び 2010 

秋」を開催しました。

乗船客は、船上からしか見ることのできない木曽川

に訪れた秋を感じながら、約 80分の遊覧を楽しみま

した。

乗船者は「初めて乗船しましたが、とても楽しめま

した。春も乗ってみたいです」と、感動していました。

木曽川の秋を満喫11/14 ～ 23
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昭和 54年に開校し、今年 32年目を迎えました。かつ

ては 1,600 人を超えるマンモス校でしたが、昭和 61 年

に広陵中と分離し、現在の生徒数は 500人を切りました。

生徒は、毎日はつらつとした学校生活を送っています。

今年度から、西可児中学校区が Educe9 実践校の指定

を受け、来年度の公表会に向けて、校区の春里小学校と南

帷子小学校と連携し研究実践を進めています。

３校の共通の研究テーマは、「考えをもち、仲間と進ん

でかかわりながら理解を深める児童生徒の育成」です。授

業において「聞く・話す」を大切にし、「考えを伝え合う力」

の育成を重点に進めています。仲間の考えに、「なるほど」

「わかった」と反応し、仲間と高め合っていける授業を教

師と生徒ともに目指してがんばっています。

 （文：納土 昌秀 教頭）

西可児中学校

14

創　立：昭和54年
生徒数：467人
所在地：若葉台７－１
電　話：65－ 6835

実験方法について話し合う生徒たち

私
の
ふ
る
さ
と
は
福
井
市
で
す
。

春
は
、
日
本
の
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
に
も

選
ば
れ
た
「
足あ

す

わ羽
川が

わ

の
桜
並
木
」。
と
て
も
き

れ
い
で
、こ
こ
で
行
わ
れ
る
「
越
前
時
代
行
列
」

は
よ
く
見
に
行
き
ま
し
た
。

夏
は
、
佐
々
木
小
次
郎
が
燕
返
し
を
あ
み
だ

し
た
と
さ
れ
る
「
一い

ち
じ
ょ
う
だ
き

乗
滝
」。
真
夏
で
も
と
て

も
涼
し
く
て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
遊
ん
だ
り
、

植
物
観
察
を
し
て
い
ま
し
た
。

秋
は
、福
井
生
ま
れ
の
お
米「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」。

福井県

岐阜県

石川県

滋賀県

福井市

私
の
住
ん
で
い
た
周
り
は
一
面
田
ん
ぼ
で
、
収

穫
の
時
は
、
昔
も
今
も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

冬
は
、「
越
前
ガ
ニ
」。
中
で
も
セ
イ
コ
ガ
ニ

の
ミ
ソ
は
濃
厚
で
と
て
も
美
味
で
す
。
ま
た
、

我
が
家
で
は
、
年
越
し
は
必
ず
「
越
前
お
ろ
し

そ
ば
」。
だ
し
に
も
大
根
お
ろ
し
が
入
っ
て
い

て
、
辛
み
の
き
い
た
味
わ
い
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
学
校
帰
り
に
よ
く
食
べ
た

「
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
」
な
ど
、
福
井
市
で
は
、
一

年
を
通
じ
て
お
い
し
い
も
の
や
風
景
が
た
く
さ

ん
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

○102 

福
井
県

 

福
井
市

四
季
折
々
に
楽
し
め
る
ま
ち

●
記　

後
藤 

理
恵
さ
ん
（
下
切
）

落差12mの一乗滝

▲越前おろしそば

活動団体活動団体のの紹介紹介 3

－市内に生息する貴重な動植物－ その19

高さ7～15㎝程度の多年草で、丘陵帯の湿地に生育します。花は青
紫色で長さ3mm程度、8～9月に咲きます。食虫植物で地下茎に袋状
の捕虫のうがあり、微小動物を吸い込んで栄養分とします。葉はへら形、
長さは4mmで、地下茎の所々から出ます。名前の由来は、花が終わっ
た後に「がく」が大きくなり、果実を包んだ姿が耳かきに似ていること
によります。そのほかにやや大型で花が黄色のミミカキグサ、薄紫色の
ホザキノミミカキグサがありますが、湿地の減少で数が減っています。

【ムラサキミミカキグサ】
　○環境省レッドリスト：準絶滅危惧
　　県レッドデータブック：準絶滅危惧
【ミミカキグサ】
　○県レッドデータブック：準絶滅危惧
【ホザキノミミカキグサ】
　○県レッドデータブック：準絶滅危惧
※生息地については非公表

問合先　環境課

次の皆さんから寄付がありました。
 （敬称略）

社会福祉に…
●（特）サンピープル
●空手道剛柔流練正館

児童福祉に…
●可茂陸砂利協同組合

兼山駅跡地活性の会

名鉄八百津線の廃線に伴い、空き地となってしまった兼山駅跡地。

この土地をこのまま放置しておくのではなく、「近隣住民の生活

環境の向上に役立てないか」という声が上がり、活動が始まりまし

た。散策時の休憩用ベンチの設置や低木・花を植栽し、景観に配慮

した緑化と季節を感じる空間づくりを進めていきます。兼山が、世

代を超えた誰もがゆったりとした時を過ごせる癒やしの空間になる

ことを目指し、活動をしています。

桂ケ丘公園づくりわくわくワークス

今年４月から、自治会の賛同と協力を得て、未整備のままの状態

になっている公園を、地域住民のアイデアにより整備しています。

公園の土壌整備、植樹、ベンチの設置などの活動を実施していく中

で、住民の交流だけでなく活動に賛同する企業・学校・団体とも連

携が図れるようになりました。今後もさらなる住民の交流を深める

ことができる活動を実施していきます。

植樹作業の様子

土壌整備の様子

市民参画と協働の
まちづくり条例

ありがとうございました。

▼ソースカツ丼

ムラサキミミカキグサ（タヌキモ科）

ホザキノミミカキグサミミカキグサムラサキミミカキグサ

　　写真提供：（社）福井県観光連盟

問合先　まちづくり推進課
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【市役所】〒509-0292  広見一丁目 1番地　☎621111
ホームページ　http://www.city.kani.lg.jp/

日曜窓口日曜窓口
12/5㈰・19㈰・1/16㈰

 時間　午前8時30分～午後5時15分
 場所　市役所庁舎東館（増築棟）、入口は東口
 業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑証明書・各
種税務証明書の発行、印鑑登録・廃止の手続き、戸
籍の届出の受付、税の支払い、納税相談
※住所変更はできません。（外国人についても同様です）

市は、毎月第 1・3日曜日（年末年始を除く）に、市民課、
税務課、収納課で証明書の発行業務などを行っています。

広　
告

広　
告

可
児
市
ス
キ
ー
協
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映
画
会
を
開
催

ス
キ
ー
映
画
の
上
映
会
の
ほ
か
、
ス
キ
ー

用
品
や
リ
フ
ト
券
な
ど
が
当
た
る
、
お
楽
し

み
抽
選
会
も
開
催
し
ま
す
。

期
日　
12
月
11
日
（
土
）

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　
Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
可
児
本
部
（
広
見
）

入
場
料　
無
料

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

多
文
化
共
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

異
文
化
を
体
験
し
よ
う

多
文
化
共
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
12
月
19
日
（
日
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
・
フ
レ
ビ
ア

（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

内
容　
ペ
ル
ー
民
族
舞
踊
や
大
正
琴
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
、
語
学
の
体
験
、
フ
ェ

イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、エ
ス
ニ
ッ
ク
屋
台
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
お
菓
子
作
り
体
験
な
ど

入
場
料　
無
料

※
屋
台
と
お
菓
子
作
り
体
験
は
有
料
で
す
。

小
中
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

人
材
バ
ン
ク
に
登
録
を

市
教
育
委
員
会
は
、
市
立
小
中
学
校
の

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
特
別
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
の
人
材
バ
ン
ク
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者　

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員
免

許
の
所
有
者
、
ま
た
は
３
月
末
日
ま
で
に

免
許
取
得
見
込
み
の
人
（
特
別
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
・
保
育
士

資
格
所
有
者
で
も
可
）

登
録
方
法　

学
校
教
育
課
の
窓
口
で
お
渡
し

す
る
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
す
る

申
込
締
切　
12
月
22
日
（
水
）

メ
タ
ボ
予
防
教
室

楽
し
く
脂
肪
を
燃
や
そ
う

脂
肪
を
燃
や
し
て
「
貯ち

ょ
き
ん筋

」
も
で
き
る
運

動
を
体
験
し
、日
常
生
活
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ

う
。

期
日　
12
月
15
日
（
水
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
受
け
付
け

は
午
後
１
時
15
分
〜
）

場
所　
総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

対
象
者　
一
般

内
容　

リ
ズ
ム
体
操
と
、
家
で
も
で
き
る
簡

単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
心

参
加
費　
無
料

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
（
手
ぬ
ぐ
い
く

ら
い
の
大
き
さ
）、
運
動
が
で
き
る
服
装

と
靴

申
込
期
間　
12
月
６
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）

問
合
先　
同
協
会
事
務
局
の
日
比
野
さ
ん

 

☎
62
０
２
２
９

問
合
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
可
児
市
国
際
交
流

協
会　

☎
60
１
２
０
０　

60
１
２
３
０

申
込
・
問
合
先　
学
校
教
育
課

申
込
・
問
合
先　
健
康
増
進
課
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可
児
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

糖
尿
病
予
防
教
室
に
参
加
し
よ
う

期
日　
１
月
13
日（
木
）、19
日（
水
）の
２
日
間

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
零
時
30
分

場
所　
総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

内
容　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
講
話
と
調
理

実
習

対
象
者　
一
般

受
講
料　
無
料

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
手
ふ
き
、

筆
記
用
具

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　
12
月
７
日
（
火
）
〜
24
日
（
金
）

Ｉ
Ｔ
寺
子
屋

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
講
者
募
集

講
座
名
・
期
日
・
時
間
な
ど

受
講
料　
３
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別

途
８
０
０
円
）

定
員　
各
16
人
（
先
着
順
）

※
パ
ソ
コ
ン
持
参
者
は
、
定
員
外
受
講
も
可
。

申
込
開
始　
12
月
11
日
（
土
）

メール配信サービスの
登録はこちらから

市の職員
を募集 ～活力と魅力あふれるまちづくりに“あなた”の力を～～活力と魅力あふれるまちづくりに“あなた”の力を～
市は、平成23年度の新規採用職員を募集します。受験資格や試験についての詳細は、必ず試験案内で確認してください。
区分・資格など

受付期間　12月1日（水）～17日（金）
申込方法　秘書課でお渡しする申込書に必要事項を記入し、受付期間内（土・日曜日を除く）の午前８時30分か
ら午後５時までに、同課へ申し込む。なお、郵送の場合は受付期間内に必着すること

試験区分
採用
予定
人数

受 験 資 格

１次試験
・期日
・場所
・内容

２次試験
・期日
・場所
・内容

３次試験
・期日
・場所
・内容

初級
一般事務職
（身体障が
い者）

１人

介護者なしで通勤、勤務ができ、次の
すべての要件を満たす人
・身体障害者手帳の交付を受けている人
・高等学校卒業程度の学力を有し、昭
和55年４月２日から平成５年４月
１日までに生まれた人

・介助なしで活字印刷による筆記試験
および口頭による面接試験に対応で
きる人

・１月16日（日）

・総合会館分室
・択一式による教養
試験、事務適性検
査および性格適性
検査

・２月上旬（予定）

・未定
・個別面接試験

初級
保育士・
幼稚園教諭

若干名

短大卒業程度の学力を有し、昭和61
年4月2日以降に生まれた人で、保育
士資格および幼稚園教諭免許の両方を
有するか、平成23年3月31日までに
取得見込みの人

・１月16日（日）
・総合会館分室
・択一式による教養
試験、事務適正検
査および専門試験

・２月上旬（予定）
・未定
・実技試験、適性
検査

・２月下旬（予定）
・未定
・個別面接試験

申
込
・
問
合
先　
健
康
増
進
課

問合先　秘書課

申
込
・
問
合
先　
Ｉ
Ｔ
寺
子
屋
の
奥
村
さ

ん
☎
65
４
３
７
９
、
西
岡
さ
ん
☎
65
６
９

７
２

講座名 期日 時間 内容 場所

ワード中級
１月　８・22日
２月12・19日
３月12・26日
全６回
いずれも土曜日

午前10時 
　～正午

写真やイラストを入
れ、チラシを作る 広見公民館

ゆとりピア
エクセル初級 午後１時

　～３時
加減乗除から簡単な
関数まで

エクセルで文
書作成

１月６・20日
２月３・17日
３月３・17日
全６回
いずれも木曜日

午前10時
　～正午

エクセルによる文書
作成

春里公民館
ワードつまみ
食い講座

午後１時
　～３時

ワードの豊富な機能
を学ぶ
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可
児
市
体
育
連
盟

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前
に
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。
希
望
す

る
人
は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
日
と
時
間

場
所

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
（
坂

戸
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

対
象
者

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連
れ

の
参
加
は
不
可
。
た
だ
し
21
日
の
み
託
児

あ
り
。
子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
０
０
円
。

申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

定
員

各
18
人

持
ち
物

運
動
服
・
室
内
用
靴

受
講
料

２
０
０
０
円
（
一
般
は
６
回
分
、

高
校
生
は
12
回
分
の
利
用
回
数
券
を
含
む
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
（
谷
迫

間
・
錬
成
館
内
）
窓
口
で
申
し
込
む

※
当
日
の
申
し
込
み
は
不
可
。

申
込
開
始

12
月
14
日
（
火
）
午
前
８
時
30

分
※
講
習
開
始
の
10
分
前
ま
で
に
受
け
付
け
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
の
臨
時
職
員

保
育
士
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

勤
務
期
間

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）
〜

24
年
３
月
31
日
（
土
）

勤
務
場
所

市
立
保
育
園
４
園
の
い
ず
れ
か

勤
務
時
間

◎
通
常
＝
平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
45
分

◎
次
の
勤
務
が
そ
れ
ぞ
れ
月
１・２
回
程
度

○
早
番
＝
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
３
時
45
分

○
中
番
＝
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
15
分

○
遅
番
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
ま
た

は
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
６
時

◎
職
員
会
（
週
１
回
）
＝
午
後
５
時
〜
７
時

30
分
ご
ろ

◎
土
曜
日
（
月
１
回
程
度
）
＝
午
前
７
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分
の
間
（
最
長
で
７
時

間
30
分
）

※
時
間
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
数

10
人
程
度

対
象
者

保
育
士
資
格
を
持
つ
人

応
募
方
法

可
児
パ
ー
ト
バ
ン
ク
な
ど
で
求

職
手
続
き
を
し
て
紹
介
状
を
も
ら
い
、
履

歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し
を
こ
ど
も
課
に

提
出
す
る

選
考
方
法

順
次
面
接
を
行
い
採
否
を
決
定

年
末
年
始
の
し
尿
の
く
み
取
り

申
し
込
み
は
お
早
め
に

年
末
年
始
は
、
し
尿
の
く
み
取
り
業
務
が

混
雑
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
申
し
込
み
の
受

け
付
け
を
12
月
15
日
（
水
）
午
後
５
時
で
締

め
切
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
早
め
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
始
は
23
年
１
月
４
日
（
火
）
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
先

㈲
可
児
エ
ス
コ
☎
62
１
２
６
６
、

㈲
広
見
環
境
サ
ー
ビ
ス
☎
62
０
５
１
０
、

㈲
御
嵩
衛
生
社
☎
67
５
５
７
６

※
申
込
先
は
地
区
に
よ
っ
て
分
か
れ
ま
す
。

期日 時間
１月12日
（水）

午後７時
～９時

１月21日
（金）

午前10時
～正午

１月29日
（土）

午後７時
～９時

可児市の文化財第11集

「可児の仏像」を発刊「可児の仏像」を発刊「可児の仏像」を発刊「可児の仏像」を発刊
市は、文化財に指定されている仏像を

収録した「可児の仏像」を発刊しました。
市内にある仏像を写真とともにわかりや
すく紹介しています。
普段見る機会の少ない仏像について触

れてみませんか。
体裁 Ａ５判 カラー32ページ
価格 400円
販売場所 まちづくり推進課、可児郷土
歴史館（久々利）

郵送による購入方法 住所、氏名、電話
番号、冊数を明記し、電話、ファクス（
636751）、電子メール（bunkasinko@
city.kani.lg.jp）のいずれかで申し込む

※代金払込
書を郵送
します。

※本の送料
が別途必
要です。

問
合
先

こ
ど
も
課

申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

☎
62
８
６
０
０ 問合先 文化振興課

問
合
先

環
境
課
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高齢者大学 受講生を募集高齢者大学 受講生を募集

市は、平成23年度高齢者大学の受講生を募集します。
対象者 市内在住の満60歳以上の人
講座日と内容

※内容・講師などは変更する場合があります。
時間 午前10時～11時30分
場所 文化創造センター・アーラなど
受講料 1,500円（クラブ費は別）
申込方法 市内のＪＡめぐみの各支店に備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、受講料を振り込む。クラブへの
入部を希望する場合はクラブ名（２クラブまで）も記入する
※広見支店以外での振り込みには、手数料210円が必要。
申込期間 12月８日（水）～平成23年２月14日（月）
入学 申込手続きをすると入学となります。以下の会合にご出席ください
○開講式（第１回講座）
平成23年５月11日（水）文化創造センター・アーラ
午前10時～（受け付けは午前９時30分～）
○各クラブの打合会（クラブ参加希望者のみ）
場所はすべて広見公民館ゆとりピア

講 座 日 内 容 講 師
平成23年
５月11日（水）

生物多様性の現状とこれから
（独）土木研究所自然共生研究センターの
職員

６月 ８日（水）
ずっと元気でいたい
～介護する側もされる側も～

袖山卓也さん
（（有）笑う介護士代表取締役）

７月13日（水） 邦楽「横笛」のいろはとそのしらべ
田中敏長さん
（笛師）

９月14日（水）
岐阜文学散歩
～岐阜の風土と文豪の縁故から文学を味わう～

林正子さん
（岐阜大学教授）

10月12日（水）
笑顔で健康促進
～落語は元気の源～

微笑亭さん太さん
（創作落語作家）

11月 ９日（水） ３B体操で生き生きライフ
菅原敦子さん
（日本３B体操協会岐阜県支部長）

12月14日（水） 認知症の予防と介護者の健康
益田雄一郎さん
（岐阜健康管理センター所長）

平成24年
１月11日（水）

より良い人間関係を築くことの大切さ 桐山雅子さん（中部大学教授）

２月22日（水） 日常生活に潜む犯罪の被害に遭わないために 岐阜県環境生活部環境生活政策課の職員

クラブ名 内容 日時 クラブ名 内容 日時

コーラス 歌唱練習 ３月16日（水）
午前10時～正午 体育 健康体操など ３月18日（金）

午後２時～４時

文芸 俳句 ３月16日（水）
午後２時～４時 民謡 歌唱練習 ３月22日（火）

午前10時～正午

毛筆習字 楷書・行書・
草書

３月17日（木）
午前10時～正午 カラオケ 歌唱練習 ３月22日（火）

午後２時～４時

水墨画 描法実習 ３月17日（木）
午後２時～４時 ペン習字 楷書・かな ３月23日（水）

午前10時～正午

盆栽・庭木 講義・実習 ３月18日（金）
午前10時～正午 折り紙 講義・実習 ３月23日（水）

午後２時～４時

問合先 生涯学習課
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入
札
参
加
資
格

申
請
の
受
け
付
け
を
し
ま
す

平
成
23
・
24
・
25
年
度
に
市
が
発
注
す
る

「
物
品
、
そ
の
他
」
の
入
札
参
加
資
格
申
請

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
４
日
（
火
）
〜
２
月
４
日

（
金
）　

消
印
有
効

受
付
方
法　
郵
送
ま
た
は
窓
口
へ
持
参

※
窓
口
で
の
確
認
作
業
は
行
い
ま
せ
ん
。

提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
提
出
要
領
に

よ
る
）

※
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
・
設
計
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
は
、
岐
阜
県
・
市
町
村
共

同
受
付
で
行
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

取
り
壊
し
家
屋
は
届
け
出
を

次
の
場
合
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
未
登
記
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

○
登
記
の
あ
る
家
屋
を
取
り
壊
し
、
年
内
に

滅
失
登
記
を
行
わ
な
い
と
き

こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、
市
の
家

屋
台
帳
か
ら
抹
消
さ
れ
な
い
た
め
、
引
き
続

き
来
年
度
以
降
も
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
場
合
は
、
税
務
課
で
お
渡
し
す

る
届
出
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
押
印

の
上
、
12
月
28
日
（
火
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

事
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
へ

償
却
資
産
の
申
告
を

市
内
で
事
業
を
営
み
（
ア
パ
ー
ト
経
営
を

含
む
）、
償
却
資
産
を
所
有
す
る
個
人
や
法

人
は
、
平
成
23
年
１
月
４
日
（
火
）
か
ら
20

日
（
木
）
ま
で
に
、
税
務
課
へ
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
を

申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
固
定
資
産
税

の
算
定
基
準
と
な
り
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
、
看
板
や
舗
装
な
ど
の
構

築
物
、
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
、
土
地
家

屋
以
外
の
事
業
用
資
産
を
い
い
ま
す
。ア
パ
ー

ト
経
営
の
場
合
は
、
駐
車
場
舗
装
や
フ
ェ
ン

ス
な
ど
が
償
却
資
産
に
該
当
し
ま
す
。

中
濃
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

無
料
相
談
会
を
開
催

不
動
産
・
会
社
登
記
、
多
重
債
務
、
裁
判

事
務
、
成
年
後
見
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
法

律
相
談
を
行
い
ま
す
。

期
日　
12
月
26
日
（
日
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

美
濃
加
茂
市
中
央
公
民
館
（
美
濃
加

茂
市
役
所
東
隣
）

相
談
時
間　
１
相
談
に
つ
き
40
分
以
内

※
必
ず
予
約
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

無
料
相
談
会
を
開
催

岐
阜
県
は
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
多
重

債
務
の
相
談
が
で
き
る
「
多
重
債
務
１
１
０

番
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
12
月
11
日
（
土
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
時
間　
１
相
談
に
つ
き
20
分

場
所　

岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
岐
阜
市
薮
田
南・県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
内
）

定
員　
23
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
土
曜
日
は
午
前
９
時
〜
）
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
開
始　
12
月
１
日
（
水
）

※
当
日
は
、
電
話
【
☎
０
５
８
（
２
７
７
）

１
０
０
３
】
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

共
生
社
会
を
目
指
し
て

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
が
い
者
週
間
で
す

事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
、
障
が
い
は

誰
に
で
も
生
じ
得
る
も
の
で
す
。
障
が
い
は

多
種
多
様
で
、
外
見
で
は
分
か
ら
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。
不
自
由
さ
は
あ
っ
て
も
、
周

囲
の
理
解
や
配
慮
が
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
の

意
見
を
聞
い
て
、
日
常
生
活
や
事
業
活
動
の

中
で
で
き
る
配
慮
や
工
夫
を
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
共
生

社
会
の
実
現
は
、
そ
う
し
た
一
歩
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

歯
周
病
検
診

大
切
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う

歯
周
病
は
、
歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
血
が

出
や
す
い
な
ど
の
症
状
か
ら
始
ま
り
、
進
行

す
る
と
歯
を
支
え
て
い
る
骨
が
破
壊
吸
収
さ

れ
、
歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
、
や
が
て
は
抜
け

落
ち
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

ま
た
、
歯
と
歯
ぐ
き
だ
け
の
病
気
で
は
な

く
、
全
身
疾
患
の
リ
ス
ク
と
も
な
り
ま
す
。

歯
周
病
検
診
を
受
け
て
、
大
切
な
歯
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

平
成
22
年
度
対
象
年
齢　
40
、
45
、
50
、
55
、

60
、65
、70
歳
（
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
）

検
診
受
診
期
間　
平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）

ま
で

負
担
金　
５
０
０
円

受
付
・
問
合
先　
管
財
課

問
合
先　
福
祉
課

申
込
・
問
合
先　
健
康
増
進
課

提
出
・
問
合
先　
税
務
課

提
出
・
問
合
先　
税
務
課

予
約
・
問
合
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８
（
２
４
８
）
１
７
１
５

申
込
・
問
合
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８
（
２
７
７
）
１
０
０
３
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瀬
田
幼
稚
園
の
園
庭
開
放

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
に
参
加
し
よ
う

期
日　
12
月
８
日
（
水
）

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

瀬
田
幼
稚
園
（
駐
車
場
は
瀬
田
自
治

会
館
北
側
広
場
を
利
用
）

内
容　
園
庭
あ
そ
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

※
必
要
に
応
じ
て
着
替
え
、
飲
み
物
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

可
児
歯
科
医
師
会

祝
日
の
歯
科
診
療
当
番

必
ず
電
話
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

期
日　
12
月
23
日
（
木
・
祝
）

診
療
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

当
番
医
療
機
関　

可
知
歯
科
医
院
（
御
嵩
町

御
嵩
・
☎
67
０
０
３
６
）

ゆ
ず
り
ま
す

●
ベ
ビ
ー
タ
ン
ス
（
５
年
前
購
入
・
木
製
・

薄
い
茶
色
・
高
さ
２
ｍ
弱
・
上
段
右
側
に

洋
服
掛
け
・
上
段
左
側
に
小
物
い
れ
、
引

き
出
し
・
下
段
引
き
出
し
４
段
）
を
取
り

に
来
ら
れ
る
人
に
無
料
で
【
葛
山
さ
ん
☎

62
９
１
４
６
】

●
子
供
用
学
習
机
と
い
す
（
10
年
く
ら
い
前

購
入
・
木
製
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
前
面
に
本
棚

有
・
高
さ
調
節
可
）
を
取
り
に
来
ら
れ

る
人
に
無
料
で
【
後
藤
さ
ん
☎
０
９
０

（
１
８
３
１
）
６
６
０
３
】

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

●
大
人
用
自
転
車
（
安
全
基
準
を
満
た
し
た

３
人
乗
り
自
転
車
な
ら
ば
、
な
お
望
ま
し

い
）
を
価
格
応
談
で
。
取
り
に
行
き
ま

す
。【
塚
田
さ
ん
☎
０
９
０
（
８
０
２
９
）

５
６
６
６
】

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
資
源
を
大
切
に
す
る

運
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

平成21年に新型インフルエンザが流行しました。一度流行がおさまっても再流行する可能性があるため、決して
油断はできません。
インフルエンザは事前の予防が大切です。いま一度、予防方法の確認をしましょう。

※「平成22年度インフルエンザ予防接種」については、広報かに10月15日号の折り込みチラシを確認してください。
医療機関名簿の下欄に、「高齢者等のインフルエンザ予防接種は、記載のない医療機関では全額自己負担となり

ます」とありますが、名簿に記載のない可児市指定実施医療機関でも1,500円で接種することができます。
お詫びして訂正します。

イ ン フ ル エ ン ザ を 予 防 し ま し ょ う

問
合
先　
健
康
増
進
課

問
合
先　
瀬
田
幼
稚
園
☎
62
１
３
０
２

問
合
先　
商
工
観
光
課

問合先　健康増進課

12月の税金等

※口座振替をご利用の場合は残高不足にご注意ください。

お忘れなく
！

納期限（口座振替日） 12月27日

3期
●国民健康保険税
●固定資産税・都市計画税

●後期高齢者医療保険料
●介護保険料

7期
7期

12月期

①　基本の手洗い・うがいをしっかりしましょう
手洗いは、外出後だけではなく、可能な限り行い

ましょう。石けんを使って
最低15秒以上行い、洗った
後は清潔なタオルなどで水
を十分にふき取りましょう。

③　栄養と休養を取りましょう
十分に栄養と休養を取り、体
力や免疫力を高めましょう。

②　咳エチケットを忘れずに
マスクをつけずに、咳やくしゃみを

している人のそばにいると、そのしぶ
きを吸い込んで感染する可能性があり
ます。症状のある人には必ずマスクを
つけてもらいましょう。

④　主治医との相談の上での
　　　　　インフルエンザワクチン接種
子ども、基礎疾患を持っている人、妊
婦などは、インフルエンザにかかったと
きに重症になる可能性が高いと言われています。ワ
クチン接種は、インフルエンザの発症をある程度抑
える効果などが期待できます。
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場　所　保健センター（献血を除く）
申込・問合先　健康増進課

　　　　※ここで紹介している各種相談は無料です。
掲載日以外にも相談を行っていますので、気軽にお問い合わせください。

このページの内容は、期日または申込日が12月11日～25日のもの

※体調が悪い場合は、次の機会をご利用ください

健診・相談・教室名 期　日 受付時間 対象者 備　考

親
子
の
健
康

三 種 混 合 12月15日（水）
　　　21日（火）

午後1時45分～
　2時30分

生後 3カ月以上 90
カ月未満の乳幼児

※１期初回は20～56日の間隔で接
種
※１期追加は3回目終了後1年～1
年半の間隔で接種

Ｂ Ｃ Ｇ 12月16日（木） 午後1時30分～45分 22年9月1日～
　　15日生まれ 対象者には個別に通知

マタニティ
教 室 ② 　1月　6日（木） 午前9時～9時10分 妊　婦

マタニティクッキング（エプロン、三
角きん、手ふきを持参）
※12月20日までに申し込む

マタニティ
教 室 ③ 　1月20日（木） 午前9時～9時10分 妊　婦

歯の衛生、安産体操（母子手帳、手鏡、
歯ブラシ、コップを持参）
※12月15日から申込受付

乳児健康診査・
離乳食相談 12月17日（金） 午後1時～1時15分 22年8月1日～

　　15日生まれ
離乳食相談では、離乳食の進め方や調
理方法に関する話もあり

1 歳 6 カ
月 児 健 診 12月13日（月） 午後1時～1時45分 21年5月16日～

　　31日生まれ 健康診査前に健診票を送付

3 歳 児 健 診 12月20日（月） 午後1時～1時45分 19年11月16日～
　　30日生まれ

健康診査前に視・聴覚に関するアン
ケート、尿検査セットを送付

こども相談 12月14日（火） 午前9時～10時30分 乳幼児を持つ人 育児に関する相談
母子健康手帳交付 毎週木曜日 午前9時15分～30分 妊　婦 －

大
人
の
健
康

成人健康相談 12月21日（火） 午前9時30分～11時 一　般 健康・栄養相談（血圧測定・検尿・み
そ汁塩分測定など）

献 血 12月24日（金）
●ヨシヅヤ可児店
午前10時～午後1時
午後　2時～4時

一　般 日時などは都合により変更する場合
あり

相談名 期　日 時　間 場　所 備　考 問合先

法 律 相 談 12月14日（火）
　　　21日（火）

午後1時～相談終
了
（受付は2時まで）

福祉センター 相談員：弁護士 まちづくり推進課

住宅（建築）相談 12月17日（金）午後1時～4時 市役所１階相談室 耐震などの相談も可 建築指導課

消費生活相談
毎週月・水・木・
金曜日（祝日・
振休を除く）

午前9時30分～
　午後2時30分

市役所１階第3相
談室 相談員：消費生活相談員 商工観光課

心配ごと相談 12月14日（火）
　　21日（火）午後1時～4時 福祉センター 相談員：民生児童委員など 市社会福祉協議会

☎621555

生涯楽
がく

習相談 ①12月19日（日）
②12月25日（土）午後1時～4時

①文化創造センター
②帷子公民館

学びや活動について、年齢に関
係なく相談可 生涯学習課

発 達 と 教 育
の 相 談 会 12月15日（水）午後1時30分～　3時30分 総合会館分室

各幼稚園、保育園、小中学校に
備え付けの用紙か電話で申し込
む

教育研究所
☎634841

こ と ば ・
発 達 相 談 平　日 予約時に相談して

決める 養護訓練センター 就学前の子どもの発達に関する
相談（要予約）

同センター
☎600255
　600453

精 神 保 健
福 祉 相 談 12月17日（金）午後1時30分～　4時30分 桜ケ丘公民館 心の病気（うつ病など）の相談

事前に電話で予約する
福祉課

発達障がい相談 12月15日（水）午前9時～午後4時 市役所1階第5相
談室 事前に電話で予約する
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新しく入った本

本館　12／7（火）～12／25（土）
　「みんなで楽しくクリスマス」展
帷子分館　12／23（木）まで
　「パッチワーク作品」展
12／7（火）～12／14（火）＜併設＞
　「第１３回手づくり絵本大賞受賞作品」展　
桜ケ丘分館　12／23（木）まで
　「クリスマスの絵本」展
12／15（水）～12／23（木）＜併設＞
　「第１３回手づくり絵本大賞受賞作品」展

○本館・帷子分館・桜ケ丘分館
　毎週土曜日　午後2時～
【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の

紹介など

○本館　第2・4木曜日　午前11時～
○帷子分館　第2・4木曜日　午前10時30分～
○桜ケ丘児童センター
　第1・3水曜日　午前11時30分～
【内容】赤ちゃん絵本の読み聞かせ、手遊び、歌遊びなど
※祝日の場合は行いません。

本館・分館共通：毎週月曜日、
　　　　　　　　12/27（月）～ 1/4（火）

「人形劇団パン」がやってくる！
日時　12月11日（土）午後２時～
場所　図書館本館（広見）
出演　人形劇団パン
協力　人形劇サークルふくべっこ
　かにっ子タイムクリスマス特集は、楽しい
人形劇です。来てくれたみんなにプチプレゼ
ントもありますよ！

図書館だより
かにっ子タイム

ちびっこかにっ子タイム

休館日

展示のご案内

可児市立図書館　本館　☎62-5120
帷 子 分 館　☎65-8530
桜ケ丘分館　☎64-3473

12／4（土）～10（金）

●お弁当をみせあっこ

★リポートかに

　可児市まちづくり活動助成団体である、可
児ここプロジェクトが11月14日に行った、
お弁当の「みせあっこの日」の模様をお伝え
します。

12／18（土）～24（金）

　高齢化が進んでいる可児市。見守りが必
要な人を地域で見守る「地域福祉協力者制
度」の概要をご紹介します。

12／11(土)　～17(金)

　13 回目を迎える「花のまち可児・手づくり
絵本大賞」が決まりました。今年のテーマは
「虫」と「バラ」です。虫やバラが登場する楽
しい絵本を、作者の思いと共にご紹介します。

★タウン情報 ★タウン情報

12／25（土）～31（金）

　平成22年の可児市の主な出来事を、映像
で振り返ります。皆さんにとってどんな一
年でしたか？

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発
信しています。

★シリーズ：図書館だより

●見守りパートナーを知っていますか？

●可児市この一年●うるおいライフ

毎日　7:30・12:00・19:00
　　　20:30・22:00
（土・日は 14:00 にも放送）

その他

『生物多様性　リオからなごや「COP10」、
そして…』　　堂本暁子／著（ゆいぽおと）
『臨床脳外科医が語る人生に勝つ脳』

篠浦伸禎／著（技術評論社）
『圧力鍋で節約おかず』

岩崎啓子／著（世界文化社）
『楽器から見るオーケストラの世界』

佐伯茂樹／著（河出書房新社）

【
一
般
書
】

『チームあかり』
吉野万理子／作（学研教育出版）

『十二支のしりとりえほん』
高畠純／作（教育画劇）

【
児
童
書
】

可児っ子しんちゃん300回
記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

編集後記 

広報かには、ボランティアグループ「音訳ヴォイスの会」により音訳され
ています。音訳版の広報を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

ほのぼのストリート内にある「ふ
るさと宅配便」は 100 回を超える
人気コーナーです。今回も取材をし
ながら、「福井に行ってソースカツ
丼を食べたい」という衝動にかられ
ました。取材先の方がふるさとの話
をしているときは、目がとてもいき
いきしているように感じます。
以前、私がこのコーナーを担当し
たときに、「ふるさと宅配便を見た
という、同郷の人と知り合うことが
でき、故郷の話に花が咲いた」とい
うことを聞きました。広報紙を通じ
て、新たな仲間と知り合える。担当
していてこんなうれしいことはあり
ません。
「広報かに」が人と人、人と行政
を結ぶきっかけとなるよう、今まで
以上に頑張らねば。 （智）

17　広報かに  2010.12.1

出力チェック.indd   16-17 2010/11/20   9:01:36



中国の伝統的な楽器、二
に こ

胡。大陸を連想させるよう
な、癒しの音色が魅力です。「演奏するときは、歌うよ
うに弾く」と、好きなレパートリーの一つ、「蘇州夜曲」
を奏でながら、大加さんは語ります。
現在、「可児市二胡の会」の代表を務め、帷子公民館

でも講座を受け持っています。８年ほど前、コンサー
トでこの楽器の持つ奥深さと力強さに感銘を受けまし
た。その後、名古屋の音楽教室に通って学び、「一日で
も練習を休んだら、上達できない」との、師匠の言葉
を胸に、時間を見つけては練習の毎日を送りました。
今年も各地のイベントや福祉施設、公民館などで、

年100回ほどのステージをこなすなど、休日はスケジ
ュールがいっぱいです。それでも、「私の演奏に合わせ、
口ずさんでもらえる歌声がだんだん広がっていくのが
うれしい」と、その時の喜びを語ります。
「今後も、演奏の幅を広げながら、少しでも多くの方
に感動を届けたい」。二胡の音色を通じて大加さんの心
の温かさが伝わってくるようです。

表紙の人
大
おおか

加　秀
しゅうじ

治さん
（帷子公民館にて）

光の光の
ファンタジーファンタジー

190

2010年12月1日号

「広報かに」12月１日号、１部当たりの
印刷費は 13.23 円（税込み）です。

広報かには再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

682

市の人口　101,584人（男／50,351人　女／51,233人）　世帯数　38,563世帯（11月１日現在）
（前月より23人増・30世帯増、昨年同月より450人減・232世帯増）

幻想的に浮かび上がる、無数の光。
毎年恒例となったアーラ・イルミネーションです。
観ているうちにファンタジーな世界に吸い込まれる気分になりませんか。
 （文化創造センター・アーラ）
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